
 

 

 

 

 

城南家保に新メンバーが加わりました！ 
 

新年度に伴い、定期異

動がありました。今回は

職員 9 名中 5 名が異動

と、大きく変わりました。

どうぞよろしくお願いしま

す。大きな家畜伝染病

が発生することのない一

年でありますことを、心

から祈念いたします。 

 

 

【前列】 新任→☆ 

氏名 

役職 

【後列】 

氏名 

役職 

※また新卒の古庄幸太郎（衛生課技師、宮崎大学獣医学科卒）が加わりました（右上） 

         新所長からの一言～新任のご挨拶～ 

この度の定期人事異動により城南家畜保健衛生所長を拝命しました。城南家保は２度目で、

前回はＢＳＥが発生した１２年前に防疫課長として２年間業務に携わりました。 

前回に比べ、穀物価格の高騰や世界的な丌況による消費の減退で畜産物価格が低迷し、厳

しい状況にあります。このような中で畜産衛生対策の充実はなくてはならないものとなって

おります。悪性伝染病はもとより慢性疾病の低減、消費者に信頼される安全安心な畜産物の

生産のために職員一同更に努力しますので、関係各位のご支援ご協力をお願い致します。 

 

城城南南家家保保ニニュューースス  VVooll..22５５--１１ 
熊本県城南家畜保健衛生所          

   〒868-0042 人吉市蟹作町一本杉 1237-1  

     TEL 0966-22-3814  FAX 22-3617 

    E-mail  jounankaho@pref.kumamoto.lg.jp 

      ホームページ http://www.pref.kumamoto.jp/site/1018/ 

 

 

川邊久浩 

（衛生課参事） 

☆早田繁伸 

（所長） 

☆谷口雅律 

（防疫課長） 

谷 昌文 

（参事） 

塚原敬典 

（衛生課長） 

東 文江 

（自衛防疫） 

桑原恵美子 

（臨時職員） 

大坪美智子 

（防疫課技師）

「 

☆長野琢也 

（防疫課参事） 

☆福田智美 

（主任主事） 

 

mailto:jounankaho@pref.kumamoto.lg.jp
http://www.pref.kumamoto.jp/site/1018/


中国･上海市で低病原性鳥インフルエンザ H7N9 が発生 

４月１日から１６日現在までに中国の上海市内及びその周囲で低病原性鳥インフルエンザH7N9

の発生が確認されています。63名（死者14人を含む）が感染している人のインフルエンザは、鳩や

鶏由来であるとして、連日のようにマスコミで取り上げられていますが、現時点では調査中です。 

養鶏農場においては、引き続き飼養衛生管理基準を遵守していただき、特に防鳥ネットの点検と

定期的な消毒、踏込槽の設置、各鶏舎への専用長靴、専用着衣の徹底をよろしくお願いします。 

【4月4日～16日の中国上海市内及びその周囲での発生事例】 

１．４月４日   中国上海市   松江区Huhuai農産物卸売市場  鳩  （飼養羽数20,536羽） 

２．４月５日   中国上海市   閔行区Jingchuan市場  鶏 

３．４月５日   中国上海市   閔行区Fengzhuang市場 鶏 

４．４月10日  中国安徽省   江蘇省、浙江省   家禽農場5件 鶏、あひる 

低病原性鳥インフルエンザとは？ 

  H5 又は H7 亜型の A 型インフルエンザウイルスの感染による家禽の疾病で、鶏には、咳、くしゃ

み、喘鳴、流涙など呼吸器症状を起こす。また、産卵低下やその他の一般的症状（被毛粗剛、沈鬱、

元気喪失、食欲減退、下痢など）もみられるが、ほとんどが臨床症状を示さず、発見が遅れるおそ

れもある。混合感染がない場合の死亡率は5％以下。低病原性鳥インフルエンザウイルスは、家禽

の中で維持されることによって高病原性鳥インフルエンザウイルスに変異した事例も確認されてい

るために、高病原性鳥インフルエンザと同様に、殺処分および移動・搬出制限によりまん延防止、

早期撲滅を図る（移動制限区域の設定等の条件は、高病原性鳥インフルエンザのそれと異なる）。 

 

 

肉牛や乳牛の農家さんに巡回している際に、「種付きが悪い」という話しをよく聞きます。 

そこで、種付きが良い農家と種付きが悪い農家の違いを調べてみると、お産前の餌管理（乳

牛は乾乳期の餌管理）が大きく違うという結論にたどり着くことがよくあります。お産し

て、早めに受胎するかはお産前の十分な栄養状態にかかっていると言うことです。特に十

分な栄養（糖分を含む）や強肝剤を不えておくことは、蹄病予防にもつながります。 

農場入口に石灰散布することは、とても有効です。石灰は、水に溶けると pH10～12

という強アルカリ性になり、ウイルスを強力に死滅させます。しかし、一旦、水に溶け、

それが蒸発して堅くなった状態では、殺ウイルス力は非常に低い状態にあります。従って、

週に 1 回程度、牛舎入り口や周囲に散布して頂くことが大切です。（今月の編集担当：ジ

ャイアン） 

 

家畜の異常を発見したら、家畜保健衛生所までご連絡下さい！ 

 

 

 

担当者後記 


